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「若手研究者支援」国際学会発表

Quel est l’apport de la perspective actionnelle dans l’enrichissement de 
l’enseignement du FLE, en vue de la collaboration et de la coopération ? 

氏名 山田 美樹 所属 比較社会文化学専攻 博士後期課程２年 

期間 

渡航期間：2025 年 6 月 28 日～2025 年 7 月 17 日 
学会開催期間：2025 年 7 月 10 日〜7 月 17 日 
（6 月 30 日～7 月 9 日、マリー&ルイ・パスツール大学（旧フランシュ・コン
テ大学）附属語学学校でフランス語教員研修を受講）

学会・分科会
名 

国際フランス語教授連合（FIPF）第 16 回世界大会 

場所 マリー&ルイ・パスツール大学（フランス・ブザンソン）

発表者名、発
表形式 

Miki Yamada、 口頭発表 

内容報告
1. 学会・発表概要

国際フランス語教授連合は、フランス語の普及と振興、ならびにフランス語教育に関わる国際的な
学術交流の促進を目的に 1969 年に設立された国際組織である。140 の国と地域から約 180 のフラン
ス語教育団体が加盟しており、会員数はおよそ 8 万人にのぼる。本連合の第 16 回世界大会では、世
界各国からフランス語教育関係者が集い、約 400 件の研究発表が行われた。

報告者は本大会において、欧州言語共通参照枠（CECR）が提唱する「行動中心の考え方（Perspective 
actionnelle：PA）」の特質と意義について口頭発表を行った。PA とは学習者を「社会的行為者」と見
なし、社会的タスクの遂行により統合的能力の育成を目指す教育観である（Conseil de l’Europe, 
2001）。欧州では PA に関する研究が盛んに進められてきた一方、日本では CECR の共通参照レベル
や複言語主義に多くの関心が寄せられたものの、PA に関する議論は一部の先行研究を除き（Komatsu, 
2016）、きわめて限定的である。そこで、本発表では欧州での研究と実践をもとに、理論と実践の観点
から PA の特質を明らかにすることを試みた。まず従来のコミュニカティブ・アプローチとの比較に
より PA の特質を検討した上で、2023 年 5 月にマリー&ルイ・パスツール大学附属語学学校（CLA）
で行った調査結果をもとに PA 実践の意義について検討を行った。 

2. 学会参加により得られた成果
本学会への参加は、海外の PA 研究の動向や実践事例を直接学ぶ貴重な機会となった。前述のよう

に、日本では PA 研究が十分に進んでおらず、同分野の研究者と意見を交わす機会も限られているた
め、本学会で同じテーマを扱う海外研究者と交流できたことは、今後の活動への大きな刺激となった。
また、学会期間中に CLA のセンター長・副センター長と面会し、来年 2 月から同センターで調査を
行う許可を得た。このように、本学会への参加は、海外研究者とのネットワークを構築し、今後研究
をさらに国際的に展開するための重要な一歩となった。

3. 今後の展望
本発表の成果は、本学会の発表論文集（Actes du XVIe Congrès Mondial de la FIPF）に投稿し、

博士論文の一つの章としてまとめる。また、来年 2 月に CLA で調査を行い、実践的な観点から PA の
特質を明らかにする。さらに、日本のフランス語教育で PA の実践を試みるとともに、国内のフラン
ス語教師を対象に調査を行い、PA の導入可能性を検討する。これら調査結果を踏まえ、博士論文を執
筆し、本学に提出する。
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・英文タイトル What is the contribution of the Action-oriented Approach to enhancing the
teaching of French as a foreign language, with a view to collaboration and 
cooperation? 

・英文氏名  Miki Yamada 


